
お問合せ先 NPO法人近畿バイオインダストリー振興会議 担当：川並、国松、大嶋
〒541-0048 大阪市中央区瓦町4丁目8番4号 井門瓦町第2ビル 3F
TEL 06-4963-2107    FAX 06-4963-2127 URL：https://kinkibio.com/
E-mail  biomatching2022@kinkibio.com

募集期間 2022年10月3日（月）～2022年11月18日（金）

実施方法 オンライン面談（2023年1月～２月の2か月間で面談実施）

募集対象 バイオ技術関連の企業、ベンチャー、アカデミア等
バイオ技術分野にご興味のある異業種からの参加も可

対象分野 バイオ技術分野全般
医薬・創薬、創薬支援、研究支援、再生医療、ヘルスケア、
食品、機能性表示食品、化粧品、素材、化学、分析、農・水産・畜産業、
環境、エネルギー、デジタル・AI 等

参加費 一般：2万円（税込）

会員：主催および共催団体の会員は無料
✓ 近畿バイオインダストリー振興会議 正会員（準会員は含みません）

✓ 関西イノベーションイニシアティブ（KSII）参画大学・参画大学の大学発ベンチャー
✓ 京阪神スタートアップアカデミア・コアリション（KSAC） 同上
✓ 関西医薬品協会 会員会社

申込方法 近畿バイオインダストリー振興会議のホームページから
お申し込みください
URL：https://kinkibio.com/informations/2750

バイオ技術分野 における

シーズとニーズのマッチングイベントとして、

「関西バイオビジネスマッチング」を完全オンライン で開催します。

新規事業の創出、新たなイノベーション誘発の場として是非ご活用ください。

アカデミア
の研究者
大歓迎！

参加者
募集‼

場所と時間の制約を受けません

異業種と出会えます

納得いくまで面談可能

BiocKの情報が得られます

アカデミアの新しいシーズにも期待

マッチングサポートがあります

https://kinkibio.com/
https://kinkibio.com/informations/2750
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お申し込み
近畿バイオインダストリー振興会議のホームページからお申し込みください
◼ 2022年11月18日（金）締切
◼ URL：https://kinkibio.com/informations/2750

参加費のお支払
参加費が発生する場合は請求書をお送りしますので、
期限までにお振込みください

アカウント登録

専用のオンラインシステムに登録しプロフィールを入力してください
◼ 各種ファイルや動画などを掲載することが可能です
◼ 申込み1件につき10名まで「同僚招待」をすることができます
◼ 株式会社EventHubのシステムを使用します

マッチング
参加者のプロフィールから面談したい相手を探して打診してください
双方の希望が合えば面談成立です

日程調整 2023年1月～2月の間で面談が実施できるよう日程調整をしてください

面 談
システムに実装されたWEBミーティングで面談を実施してください
◼ 面談の時間、接続数は自由です
◼ システムは24時間使用可能です

実施手順

主催 バイオコミュニティ関西（BiocK）、 NPO法人近畿バイオインダストリー振興会議
共催 関西イノベーションイニシアティブ（KSII）（代表幹事機関公益財団法人都市活力研究所）

京阪神スタートアップアカデミア・コアリション（KSAC）
大阪・京都・ひょうご神戸コンソーシアム
関西医薬品協会

協力 公益財団法人神戸医療産業都市推進機構、京都リサーチパーク株式会社、大阪バイオ・ヘッドクオーター

参加者の声

シーズを出展し数社と面談した。企
業の考え方や求めるデータ、何が
足りないかが分かり、研究チームに
フィードバックした。現在はよりア
ピールできるデータの取得に力を入
れている。(アカデミア)

ある分野における新しいシーズを探
している。通常は自社ルートで開拓
しているが、このイベントで、これま
で出会えなかった研究者と面談で
きた。（事業会社）

自社で持つプラットフォーム技術を
用いた共同研究相手先を探してい
る。普段は自社ルートで新規開拓
しているが、コネのない企業とつな
がることができ有難い。(ベンチャー)

このイベントは期間が長く、時間も
自由なので、じっくり面談できること
がメリット。ビジネス面だけでなく、
情報収集手段としても使っている。
（ベンチャー）

製薬企業を想定してシーズを出し
たが、全く違う業種の企業からお声
がけいただいた。いろんな方向性が
あるということが分かり有益だった。
（アカデミア）

創薬に繋がるシーズを出したところ、
製薬会社数社からアプローチがあ
り、うち2社と交渉継続中。動物薬
としてのニーズもあることがわかり期
待している。（アカデミア）

主催団体でありますバイオコミュニティ関西（BiocK）は、内閣府からグローバルバイオコミュニティの認定を受け、
関西を拠点にバイオ分野における究極のバイオエコシステムをつくるための活動を行っています。関西が持つバイ
オ関連の産業集積と、質の高い研究力の集積を生かし、連携させることにより、オープンイノベーションを促進し、
社会課題の解決とバイオ産業の発展を進めます。詳細はホームページをご覧ください。

事務局：NPO法人近畿バイオインダストリー振興会議、公益財団法人都市活力研究所

URL：https://biock.jp/
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